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熊本地震から半年を迎えて
～大津町民の皆様へ～

Monthly Pickup Topics
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大津町　　　　　　　 台湾・高雄市
大津小学校×福山國民小学M
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　台湾・高雄市から、福山國民小学生34人が９月13日に来熊し、
肥後大津駅南口で行われた「新しい〝朋

ぽん
友
よう

〟とふれあい祭り」に参
加し大津町民と文化交流を行いました。歓迎のセレモニーでは
福山國民小学の皆さんからの踊りなどが披露されました。その
後、ホストファミリーとの引き合わせ式があり、それぞれの家
族で祭りの夜を楽しみました。
　９月14日には大津小学校での合同授業が行われ、それぞれ
の学校の児童が交流を深めていました。そして、継続的な友好
交流を目的に、姉妹校締結が行われました。

9.13~
9.15

　私たちの町を大きく揺り動かしたあの熊本地震の発生から、やがて半年が過ぎようとしています。
　今回の地震で、町民皆様の平穏な生活が、これまでの暮らしが大きく崩されました。長年住み慣れた土地や
家、目の前に広がる景色の多くがその姿を変え、たくさんの嘆きと苦しみに見舞われた日々でした。一時は絶
望の淵に立たされた私たちでしたが、さまざまな人たちの必死のご努力とご協力によって今、その多くの悲し
みを乗り越えようとしています。
　未だ地震は収まりを見せず、災害の終結を見出せないところではありますが、発災から半年を迎え、改めて
町民皆様に心からのお見舞いと深い感謝を申し上げます。同時に被災された皆様が一日も早く元の生活を取り
戻すことができるよう、生活再建へ向けた後押しを全力で進めていきます。

◇り災証明一部損壊判定家屋などについて
　り災証明で一部損壊と判定された建物や、地盤や構造物の被害などで、生活再建支援法における公的支援対
象となっていないものについても、何らかの支援ができないものかどうか、かねてから国に強く要望をしてい
ますが厳しい状況にあります。町の財源が窮しない範囲での支援を引き続き検討します。
◇仮設住宅の今後について
　仮設住宅への転居を余儀なくされた人たちに対しましても、高齢などの理由で２年後、退去のめどが立たな
い場合などに備え、退去期限の１年前くらいには復興住宅や公営住宅の整備について道筋をつけていきます。
◇家屋の解体・応急修理について
　アスベスト調査の事前実施や申請内容の精査などで当初の予定から大幅に遅延してしまいましたが、遅れを
取り戻すように早急な解体や受付処理を行っていきます。
◇農業用施設の関連被害について
　大変ご心配をおかけしています。からいもの貯蔵庫をはじめ、補助対象外となっている施設被害についても、
何らかの財源措置が得られるよう国や県に要望を続けています。上井手からの水路の復旧についても、早期復
旧へ向け関係機関と引き続き調整をしていきます。
◇役場庁舎について
　内部崩落や損壊状況を調査のうえ、財源的支援について国への要望を続け、４年以内には新庁舎建設へ向け
た動きをしていく所存です。諸問題を抱え、町民の皆様には大変ご迷惑をおかけしていますが、制度改正など
も含めて国や関係機関と、適切に協議を進めていきます。

　被災された皆様の願いや期待に十分に応えきれていない現状を猛省しつつ、行政として創造的復興へ向けて
スピード感のある町政に取り組んでいかなければという責任を強く感じています。
　復旧・復興への道半ばの大津町ですが、上を向いて未来に向かって走り続けるためにも、職員一丸となって
皆様と共に汗をかきながら災害復旧への道を切り拓いていきます。素晴らしい大津町の再興へ向け、これから
も皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。

大津町長　家入　勲　

1姉妹校締結式後の記念撮影。前列左からが福山國民小学の李
り
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校長／2・3合同の授業では英語でお互いの自己
紹介などが行われ明るい声が響きます／4「新しい〝朋

ぽん
友
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〟とふれあい祭り」
ではからいもくんも大活躍／5祭りのオープニングでは福山國民小学児童
たちの演技が披露されました／6日本の伝統衣装・着物を着てホストファ
ミリーと祭りの夜を楽しみます／7大津幼稚園の園児たちが作った灯籠は
幻想的な雰囲気を作り出します

３ 熊本地震から半年を迎えて～大津町民の皆様へ～　ほか

４ 熊本地震復旧・復興住民座談会　ほか

6 大津地蔵祭り
８ 環境プレス　犬・猫の殺処分を減らしましょう　ほか

９ すこやか通信
10 American Post ／わたしたち大津町地域おこし協力隊です

11 平成29年度　保育所などの入所案内

12
まちの話題
大津がんばるマルシェ！～朝市＆フリマ～／錦野・迫井手・大菊土
地改良区合併予備契約調印式　など

15 包括支援センター便り

16
インフォメーション
大津町非常勤職員・臨時職員募集／からいもフェスティバル in お
おづ／10月から免除証明書の提示が必要です　など

18
くらしの伝言板
災害援護資金の貸付期限延長／平成29年大津町成人式の日程が決
定しました！　など

20 道の駅大津／フォルツァ !! ロアッソ熊本／安全安心おおづまち

21 あつまれ！大津っ子／愛のこんだて
22 出生／おくやみ／休日当番医・薬局／まちの相談／カレンダー／人口

24 クローズアップ大津人

　町では、今回の未曾有の災害記録を後世に伝えるための記録を広報おおづ９月号に引き続き、募集中です。
　平成28年熊本地震を体験した皆さんの、いろいろな記録写真をご提供ください。集まった写真は町で大切に
保管し、ホームページや広報紙などに使用する場合があります。ご協力をお願いします。

●募集素材
　「デジタル写真」または「プリント写真（ネガは不可）」被災状況の写真に限らず、避難中の写真や支援物資、
非常食の写真など、当時を思い出す人や物や風景など、なんでも可。ただし、加工・編集されたものは不可（リ
サイズは可）。
●提供方法
　①「デジタル写真」５ＭＢ以内のＪＰＥＧ形式の画像データをメールで送付、またはＣＤなどで提出。
　②「プリント写真」　原則、四切ワイド（254mm × 365mm）以内の物を提出。
●提供にあたっての注意事項
　詳細は広報おおづ９月号の３ページをご確認ください。

●提出先・問い合わせ　〒869－1292　大津町大字大津1233　役場総務課　地域づくり推進係
　　　　　　　　　　　☎ 096（293）3111　メールアドレス（jishin@town.ozu.kumamoto.jp）

地震の記録写真はありませんか～写真提供のお願い～
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